
ケミカルルーピング活用による高収率CO2→CO反応

ケミカルルーピング反応の概略図
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CO2＋H2 ⇆ CO＋H2O

積水化学CO2→CO技術の特長

カーボンリサイクルへの貢献イメージ



積水CO2→CO技術ロードマップと新規パートナー様との協業について

GI基金事業NEDO事業

積水CO2→COﾗｲｾﾝｽ開始

100kg/d
@Japan

2030年以降のｶｰﾎﾞﾝﾘｻｲｸﾙ実現に向け、
弊社との共同FS着手のご検討をお願い致します！

※2 バイオものづくり技術によるCO2を
原料とした高付加価値化学品の製品化
(2023~2030年)

※1 鉄鋼プロセスに活用する
CCU技術の国際共同研究開発
(2021~2024年)

※2※1

2025 2027 2030

※3鉄鋼分野のカーボンニュートラルを
実現するためのCO2→CO変換
ケミカルルーピング技術実証研究
(2023年~実証要件適合性等調査)

※3

ﾊﾟｲﾛｯﾄ(中型)実証小型実証

Techno logy d eve lop m en t

様々なパートナー企業様との
協業によりカーボンリサイクル
実現への貢献を目指す

共同プロセス導入机上検討,FS
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